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茨城県新治村におけるコミュニケーション

空間に関する地理学的研究
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工はじめに

コミュニケーション（communication）なる概念はきわめて多義的であり， この用語で記述される

現象は多岐にわたってL、る＼）. しかし社会的なコミュニケーションとは，人間（送り手〉がなんら

かのメディアを月弘、て他の人11:11 （受け手）に知党・

のような行動は，社会の基盤をなすものであり，

などを伝える過程2）とされている．こ

構成員の感情・経験・欲求・知識・意図を

他に （..G~ える何人の能力のうえに築かれている． したがって， コミュニケーションという行為にたjして
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噂心Jiil''[:• －文化人類学などの多分野から研究が進められてきた

ところで，人間はそれぞれ自らが有する環境に対して行動をなし を形成してし、る 3〕． 生

活空間は，人間が I~！ら移動して！~！己のものとして形成される場合や，あるメディアによるコミュニケ

ーションによって自己のものに組み込まれることもある．このように人悶の生活空間を形成する行為

は，多掠なものを 1J~包している．生活行動を体系化する試みは L，、くつかの分野によってなされてし、る

が，家政学の分野では生活ll~J'l~0\'J としづ枠組から分析がなされている．伊藤セツ｛也りは，人間の生活時

間を以下のように， 4分類し，その結果すべての生活行動を類型化した．すなわち3 i ）生理的生活

ll守IML ii ）収入労働時間， iii）家事的生活ll~j:li,i], iv）社会的・文牝的生活時間の 4類型である．それ

ぞれに含まれる生活行動に関しては，地理学からの分析がなされてきた．たとえば3 生理的生活行動

としては，人間の受療行動が分析された5) 収入労働行動についてはう とく；fこ1960j！三以降に庖勢調査

報告によって通勤にi却する資料が何られたことから通勤行動の研究が進められた． さらに，

活行動に関しては多岐な行動が含まれるが3 とくに消費行動についての研究は多数に及んでいるの．

しかし社会的・文化的生活行動にj高する交際，余i弘社会的活動（組合，自治会， ll!J内会等）に関

する地理学的研究は，残念ながら今日までごく限られてきた．

本論文は，従来，地理学：の分担｝うからの研究が少なかった人間集団の行為・行動とその地表への刻

f!J, :j良吉すれば＼生活空間の形成過程を社会的・文化的な側面から接近しようと試みるものである．
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前述の通り， コミュニケーションは広い概念を有ーするため， さまざまな態様の！Ill路が存在する． し

かし竹内rm郎8）が類主iイとするように，まず，パーソナルと媒介i切な［Gi:ll1唱に大別されよう．すなわ
ち，パーソナノレ・コミュニケーゾョンの場合には，仁足り手jと子受け手」の役割交換がJ§It［に行わ

一媒介 I~！守

｜ 産流i'lサ
！ 公的 i 

I ！＿交流｜約
一ノミーソナノレー！

! l一産流l’l'J
1一私的－；

」交流的

h, コミュニケーション当事者は互L、に相手からのメッセージをフィード‘パックしながら，みずから

のメッセージを伝達するとし、うー両方向性（two-¥vay）が存在する．それに対して媒介的コミュニケ

ーションの場合には，「送り手Jと「受け子jの役割がrnn定化され，メッセージの流れも一方向的

(one-way）となるのが一般的である．本論では，パーソナノレ・コミュニケーションに焦点を合わせ

て分析を行う．なお， コミュニケーションは「交流的自路」と ilfil流！YJ1£1:1路Jに分けることが可能で

ある. I交流的回路」はコミニニケーションの「送り手」と「受け子」が比較的均等にメッセージが

交わされる．一方，「直流的自路Jは，「送り子」から「受け子」にvまとんど一方的にメッセージ

の機会を独占している回路である

以上のようなコミュニケーションの概略的な類型化をふまえて，本論は以下のような研究諜題を定

めた．茨城県新治郡新治村大畑新田地区を事例として，本研究は，）克人の住民が控接他人と接して成

立するコミュニケーション行動によって， をいかに組織化しているかを究明しようとするも

のである．このような研究課題の設定によって，本論は農村地域における個人，家，社会的集J:;:Jj等に

視点をおき，！日未の地域社会の残存形態と新しい形態への移行過程を考察し，農村地j或をJ凶産するこ

とに対して，わずかながらの新しい分析視角の導入を試みようと意図してし、る

後述するように，研究対象地域はかつては純J.lli:i守であったが，農家の兼業化が進む一方，新しい居

住者の転入もみられる． したがって，上記研究課題に対Lて， JJH:村部の分析が中心になるが，地域に

おける都市的諮要素の拡大によって，者l)!'j'］部への移行過程をも考察できると子想される

パーソナルなコミュニケーションに焦点をしぼったため，調査方法はコミュニケーション行動者に

対して面接による聴きとりを行った．しかし個々人の行動を基にしながらも，究極的には類似の行

動者のそれを類型化し，社会的集団としての行動を理解しようとするものである． コミュニケーショ

ンを社会的なものに限定してみても，各個人のその行動は多種多様である．そのため，作業的な仮説

として， コミュニケーション行動が類似する属性として，以下のような類型化を試みた．まず，研究

対象地域内のコミュニケーション行動者を， i ）老人P~L ii）生産'.J":r:-1Wr1信Liii）専業主婦， Uこ三区分

した．そして，老人j震を男性と女性に生産年齢胞を農業就業者，決外就業者， i主岱業者に五！日分化し

た．それぞれの類型を代表する詳細なコミュニケーション空間については， N主主で記述される

農村部における農家生活には，森川辰夫9）が指摘するように，時間的リズムが厳存する．生活周期
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は， I], ）担， J=l，季節，年，数年～10数年，生涯とし、った重周！？ド〕構成をもちながら，各個人の生活行

動を規定している．各住民のコミュニケーション行動を考察する際には，上記のj去を念TIJtにおいた．

とくに日々繰り返えされる行動については， II守空間の-O'U去を強制するための表示方法を W章で用い

た．ただし コミュニケーション行動者に対する聴きとり調査が1986年10月～12月にかけてなされた

ために，主として農作業の決l~~IJ!JJ に位it:t しかっ年HffJJUJの年末のつきあし、も生じる時期であった．

五 調査対象地域の概観

新治村ーは＜:J(p_R県i干Hfl＼，新治郡の西部に位置し ヶ m~に i臨む土浦市，百！に筑波町，市に桜tt,

北及び束；！とは筑波/Ji塊により八知［llHTと千代EEi村に隣接している．東西 4.7km, 南北7.3kmで問積は

34. 12km2 を 1~W し人仁19, 232, I止市数2,169 ()986年12月 11~1 現在）である． 一方，首都東京とは在

線距離で約 60krnにあり，首都！芸！外縁部に｛立世づけられる

；｜寸の仁｜コ央部を 125号線が東西に7じり，土浦市とのJJIPf沿し、には常磐自動車道が南北にヌ£り，村

のwrnr部にこi二時北インターチェンジが!Jig設されている. 'lt~·g,~ 総長土rm ！.~~ までは約 lOkm で，近接ttの高

まりによって，郎ill化・工業化が，首都東京をはじめ他地域の直接的・間接的な影響を受けはじめて

進展しつつある．

jj]lllJ村合併促進法に~I~ づき， ！M§沢村・ lLJの荘村・斗利U:¥i：すの 3か村が1955年 7月27日合併

して誕生した

村j或の南部から西部にかけての桜J11低地は沖積土に恵まれ， jJ己沃な水田が広がっている．一方，村

のドiI央部は新治台j也と呼ばれる洪積台地になり，関東ローム土~~におおわれ，畑地に利用される

が高い．北部の筑波山塊111麓Jili ；~w では， 1111間の谷氏に狭＼.，、谷津田が見られ，丘陵地はまに知的ミに利用

されている

気温は一般にifiitl援で？年平均気温は14度前後となっているが，冬季には北！Ll:i)!IT＼の影響と相まって干

けることもある．なお，積雪は少なく，年降水量は1,300mmから1,400rnm程度である．

当Hの基幹産業は農業であるが，近年の兼業化の進展や後継者不足によりその地位は低｜ごしつつあ

る．当村のj足業を概観すると，農家戸数は 1,145戸 (1985年）で？その内訳は，専業農家率が12.0%

で九平均の13.4%に比べて兼業化が進んでいる．第 1

回っている．第 2粧兼業農家率は58.6%で， 県平均

構成比は，水！：Elが47.9%を占め，普通知］が22.6%,

4%で，県平均の27.9%を上

しい．また，耕地面積 1,440ha (1985年〉の

と果樹闘を合わせた樹問地が29.3%となって

おり，県全体に比較して出IE~！j也の割合が高し＼ ー戸あたりの耕地面積は 1.26haで県平均値に等しい．

生産額は47{ti~~ 6千万11] (1985年）であり， tii産（主に養豚）が約 6部を1:1:1め，次し、で米， l(t蚕の！｜民と

なっており， rt~i!Jtと英五にれイとしている． このように畜産，特に養豚を仁j二！心に展開されてきた当村の

も，ニi二 fi!Jrli や筑波研究学間者［）Jj:j~＇；の n~辺地域における都市化や工業化により度外労働力が析出

し，常磐自動車道の開通による京浜市場への時間距離の短縮等の外部安住｜により，大きな転換期を迎

えている．今後は有利な条件を活用して，者15fli近郊型fl~業や観光決業に大きく変化する！l守]VJを迎えて

いるといえる．
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大丈fH集落は新治村の南東端の平坦な洪積台地上に位控し，王子j山林と：kill地面積率が高い．本集部は，

m~沢地区（！日JL~§沢村）に）認し大畑本 rnJ自区と大'l:/H新 III 地区ーからなる． さらに大刷新日目白区は，新III

と前LL!地区に説ll分される．集落の形成！！寺Jt日は， 125号に沿ってj鬼村形態を示す大丈Ill本rn地区が最

も古く，縄文｜時代の遺跡もみられる．大j:lll 本 ff!地区の北側に位11~1~する大丈111新 rn地区は，江戸時代の 16

21年に新日3EJPJ発がl:l!J始されて以来の集落となってし、る JO）“大1:111新IIIの前山地区は，かつては平地林が

広く分布していたが，第二次世界大戦後に 13 ／＇~Ui された. ？~＇~ネブ1Jvi，入店者が少なく散村形態を示してい

たが，宅地化が徐々に進展し集村化した 前LL!地区には）古住年度の比l較的新しい店住者が多い

大畑~~T EE!i也！玄は，大~Ill 本日こ］ J也［玄から北 500n1 ほどの洪積台j虫J二 (rこ N~W1＇：する mi 1z1のごi二jむキIJJ'日！玄！に
示されるごとく，集落の南側に＆i~lll地が広がり，柴落の j,l_Lj端から北にかけては狭し、谷津田が開けてい

る．集落の北側には平Jlll.1：本が広い面積をおおい，その平地林の r:j~1 で五日間や芝~Ill が l}FJ かれてし＼る

の多く vi，集落内を東西にはしる 1:-J道に沿って！~［列し，路村を J＼到来している

大丈IH本田・大丈！日新旧同地区の行政組織をみると，それぞれ］名の区長が選出される．任期は 2

で， li-l二目は高IJ区長を務め， 2王子 l~l には正区長となる 区長の主な仕£ff』j；，村役場からの辿絡や区の

ることであるω

大よ:Ill新 i湿地区は 7 つに班編成され，それぞれに組長が選出され，各出jミは村役場から／_2(：長にf~ ）主さ

。斑
悶住宅

第2鴎 大丈！日新！沼地区におけるm構成（1986年11J=J) 



第 l図

~'.:f3~（ N ：農家）

園都布施時活倉庫など）
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Ha ：／＼クサイ

E ：ナス

ka カキ

作付前地

200m 



87 

分家を持つi止］一班から 4班にj認するi止；討のj百恒三年度は古く，れた情7販の連絡を各1止；M｝に対して行う．

五人組・一！＆人g-/f{,そのため，各 l:!t;M；；の地縁 1=1守・ J(JL~象的な結びつきが強く，したがって，千Ifが多い

しかし近年は就業地が集それらが冠制非祭には充分な機能を果たしてきた．1:j:1 ；~bl＇等の組織を持ち，

j古住年B芝が新しい世；~M；が属する 5務外に砂り，伝統的な組織にも運；：；；~·ffrj で、の合理化が進みつつある

各〕五の構成は 1家l1:1瓦の交流の機会も少ないびつきは弱く，地縁IYJ• lllL縁1'11:;・6 ・7HEでは，

7班が136］近が14位市，5〕liEヵ：6-1止；出；，4到l；が141止；Ill:,3 HEが151止；IW,2Jl[が13！ιrn・,到が161ιIi},

二世代・三世代家族がほとんどであるまた，各1t;11rの家族構成は，総Ill:・111：，数は91である-1ll::M；；で，

その内1986年の調査II寺に良家数は39戸であったまでの主な生業はJ)Jl業であったが，1970｛＋＇一代

ゴ｜三j史認そが44戸また，第2都；支店業出家が18戸で、ある第 1 稀兼業JJ~家が18戸，王手当むと家が3戸，
、
斗
db
‘
 

1
2

刊、、
司
以

1戸と建設業が7戸になっている内訳は，l~I を7；；’むllt市が8戸ある/:I にj主し，

";--

'----1960年代に入ると，3£f査が盛んて、あった国コ
’I'  水111とi安j［立J:lllでのかつては，

現在では，－架）類の生産：が盛んになったれまでの伝統的J:llげi：物に代って，

→j－ンゴみずきなどの柏木類がゆきゃなぎ，後継者不jとから省力化作物である芝ややなぎ，イヒが）ifみ，

家の多く第 1また，第 1［~I のこ1-_j由利）：目 i玄｜からもうかがえるこの状況は，JfH 1JnしてL、る

大刷新m地i互には原種用l~H前を栽培する農家が 8 戸あ採m1m1些稲と小去の栽培を行っている．は，

10 
←5 
0 

麟山llJ也
ム 1'1伝来ー ×就学 c 1n.~戦

第 3~ 新治l・J)\}HI~；［ III J也 1~： vこ：おける農家の経営l~J容（1986'.i:1三11 月）

し、ずれも後継者

農家収入の結合出

づ
ペo)専業段家 3戸のうち 2戸は，

n・1えが； j也!iiiHi ((ha) 

りの 1梨の栽培を行い，る

＠終業＋臨ll;)')fff!Tj労働1H•<H'. e Ii丈_:;fと!Ml胡地

0 {ti_',:;1;ii'-Jl11¥Jil労例
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っている．また，集約的な花ヂ子栽j音を行う農家もみられるが，後継者がなく，基幹労働者の高齢化が

問題になっている．後継者の多くは20歳代・ 30歳代を仁ド心とした会社員や公務員で、あり，将来にわた

っても恒信的勤務者を望む者泊：多く，農業：への就業意欲は乏しい

大丈！日本133と六如l新田両地区11=41の1:/llj世にj主｜道 125号バイパスが建設中である．第 11玄！の土地利用図の

南端m1分にj妾して，工事がjfil千ラ中である． この完成により沿線の土j也手IJ）刊は， より者11-m1めなものにii去

換されると予想される．さら Fこ？県道二i二部・小野線沿し、の平l山林と~／llJ自には，工業団地の建設計画も

兵体化しており，伝統的農村芳打i克の変化とともに，住民のコミュニケーション空間が大きく変容する

時代を迎えるとj忍われる．

直 コミュニケーション空間の形成者の類型

社会的なコミュニケーションを形成する まず， コミュニケ一、／ョンの発信者と，発信さ

れたメッセージと， メッセ一喝ニ三の受信者と＼＿，、う三つの Jl~本的なものがある． とくに本論ではノミーソ

ナルなコミュニケーションをJfxり扱うために，

対象地域の全住民がコミュニケーションの発信

者と受信者になりうる．また， 農村部において

は， コミュニケーションが家という枠組にとら

われながらなされることがある．そのため，家

族の性格もコミュニケーションの内容に影響を

与えている． したがって 3 本在実では3 コミュニ

ケーションに関連をもっと忠会つれる対象地域内

の住民と家族の性格を検討しておきた＼＿，＼.

新治村大畑新田地区は，前j志の通り， 7つの

班ーから構成され，合計91-1笠；貯， 397人の住民か

らなる．第4図は， 1986:j'c／三:gi泊三の新治村大丈！日新

田地！玄における人口ピラミッドを示している

男性人口総計205，女性人口総言1-192で，人i二！の

男女比はほぼ同数であり，本j桂三区は農村部に（立

25 20 ハU
苛
4
4
A

1 () 20 A 

第4図 新治村大刷新i王jj也 I~；の性別・年齢別人 i::i梢成
(19861］三）

る筈ljには男性人口が多い． 人口ピラミッドは複雑な形状を呈するが，概観すれば「紡鉱：｜犬Jと

現できょう

その「紡銭；i犬」の形状を歪めることとして， 10蔵未満の年少人口が少ないことがあり，近年の自然

増加率の停滞を示唆している． また， 15～30歳までの人1=1数が少ないのも顕著なことがらでありもと

くに男性人口にその様相が目工Eつ． この年齢層は，就学，就業のために村外へ流出したためと忠われ

る．このような年齢層の就学・就業による一ll寺的流出は，首都！割外縁部の｛li!.の地域でも見られる現象

と考えられる 12）幽一方，第二捗こ世界大戦後のベビーブームの影響も受けながら，男性人いでは35～39

歳，女性人口では30～34t,誌のヨ三産年齢人口に人口数のピークが存在する. tl6活全体からすれば．年少
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j二記のような男女向人仁iの生産年老齢人仁i が多い農村~t~の人口 1;/i\"Jll.i:を示しているが，人口が少なく，

全労相：人口男性人口では，そして， 65歳以上の老齢人仁iは，約摺に人仁i数の一つの集1:j1が存在する

全人l二iの18.4%にし男女の老齢人i二iをあわせると，女性人口のそれは20.3%と仁十116.6%, 

なり，ノ＼仁！の高齢化を如実に示している

人！こI の年齢｛r/1＇｝成の＊Ni~！：＿として， 35～39）設を 1¥1.しとした男性人！こ！と30～34）設を主体とした女性人仁！の

る世代十こl{Iその長男・長女である彼らの大半は，る，－、
」吋
d~j~il!i''j~·1動力が，

10～14歳！WRをの子供述の主体が？基幹労働力を構成するしかも，が60～70放の年齢j習である

このノ＼本j也！互の世；ii；：が三位代i止市中心である様相が，後述するように，したがって，Jr;; J文している

口ピラミッドからも:'{j・~兄できる

木地区は段村的景観を表l:l:Jしながらも，しであるおi'Di司地区の就業併j文については，

わずか有業人口仁！こ1,口？ま，したがって，に専従するものは，男性33名，女性20名にすぎない．

とくなどの恒常的給与所得者である地方，卓越する職業は公務員・に23.7%にすぎない

このような年齢人！二！のうち， i去業に専従するものがきわめて少なくなって＼.、る50J；長以下の

普及によるそータリゼーションl§J家用恒常的給与所得者の哨加は，近隣地区に雇用機会が生じ，

勤化が進展したためである．によって，

これいのも就業構成で，特色あることがらである大工・l可j也IRには，まTこ，

「「戸しfこカLって？週日には主に集7存外で就業の場をもっている．と恒常的給与所得者は，らの白

コミュニケーシコン内と集落外の二つの場において，々のコミュニケーション行動に関しては，

きる．就業構成の側面からも予空Jlf］が生じる状況が，

中
氏
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また統計的に研究家肢の多探なi止：11；：は，i司集落の家族の特色を考察したい次に，
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として汗lし、ることが多いが，するために用意された分析概念とされている 13）.家族と｜引1rとを

の単位である．よってとらえられるとし、うとj止；；；j：トま

第 2表のようにHEごとに各位十日：に何世代が同居し木地区の i止 ：，11~；の一一＇.jキ ti：.を VJI るために，ここで‘トヱ，

し泊、二lit代と三lit代！山i｝’からなる]1%［系家族が多いてL，、るかによって類型化した. j也i玄全体では，

、1～ 4J;L［においてjll:;,'j'；；の）百 tJ:'iJ~－伎のEEに応じてかなりの差異を示している1ι；I¥；の類型は，し，

とくに 1m: も多く，一一戸あたり平均｜止惜当然，これらの班においては，三位代iιH；；が多~－、vt, 

においては 5.4Aに達している

その一｜止代！日：川第二次世界大戦後に主として入居した 6・7HEのi山！？では，一方，

核家政イとが:llliんでい7 JiJEーでは 4.l人と少なくなり，6 HEでは 3.0A,一戸あたり世帯員数も，アこめ，

え」るものから，核家族化が進んだものまで，-・ ttt+n：に何litfーにも本j色j玄には，このように，
、7
~ 

まざまなu討ち：が混在している
！可族的結合と誹高111約五，1；合がある

新治村大丈Ill新田地区における Lit代5J1J111：市数 (19861／三）

I 3 I L」－－－~－ I 6 J 7 l主空竺二
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都市的活要素のill；大が本地区も就業構造やi止措の類』i~にみられるように，ことが指摘されてきた14)

それらが住民のコミュニケーション行！日未の地縁的結合も依然として残在ししカミし，認められる

を及ぼしている

同政的結合であっまず， J[Jl縁1'1句集lま！？土，マ
《〉．向族tl'J結合と諸経Li杓結合の本j也i互には，

生活共同体をJr:~成していて， j京貝ljとして l戸ないし数戸が総本家をijコ心として分家や分家昨をなし

分家をシンタクまたはインキョと JJ子称している．本J世i乏では，本家をオモテ，るものである

ほとん古くから）吉住する l±t+M＝が多い 1～ 3HEでは，本j也j玄て、のj血縁関係（／主，箆 5l~l に示してある．

そし4・5茸i；になるとJfll縁関係を結ばない｜止；NY’もあるどのiit市がJfll縁関係を結んで＼＿.、る

したがって， 1u1縁 l約tl~IJ］は，JJ!l縁関係を結ぶ｜立子i；：は例外的になる6・7班になると，て，

家と家とのつき合このJ血縁l）~J 係には，冠焔葬祭のi祭に，本j自IKでは，の古い家が属する柴田である

？、！＿／ •J.－ 月門ニi1Dン、りま家の戸主，七五三のがい、や家屋の建前のお（＼..、十こは，たとえば，し、が生じる．

相互に援助し合うなどの仕事が多忙な析には，さらには，家に祝し、のために訪問する．

ときには選挙行動をともにする場合もある

の立場で，相互扶助の機能を発拘［する

まアこ，

一方，系譜的な従l玄関係をもつわけではないが3

L、」がなされる
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日第二次世界大戦後の入居IH:・fll:
くb

0 200m 
巴

第5国 :i'Jr 治 j：す大~＇.llは1'.1rIIJ i世i互におけるi血縁関係 (1986年）

（｜可じ模傑は同じ柴田にl認する．第6図も同じ）
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地縁！切なさ！：＿iiTi共同休として，五人組・十入計／J'が存在する．木地区において，それらに属する世市の分

{fiv土，員~6 閣に示されている．ただし大丈！日本田の する世；H1；もあったり，いずれの諸にも属さ

ないlit＋！；：も存在する 前述のJJ!l縁関係と同様に， j認する世部：が塊状に互いに接しながら存在するが，

この請にj認する｜ι出の方がより相互に近接している様相がわかる．

第二次世界大戦後に入居したILt布’が多い 6・7EEにおいても， し，ほとんどの世市が加入

している． したがって，産政時代の「五人組」のような状況から， しだ＼＿，汁こ，それぞれの家相互の結

合が弛緩してきたが， u己のように新しい店住者に対しても請が組織されることから，その遺制なし、
しJ疑fl;IJがL、まなお残存する．この訴は，現在，冠婚葬祭の｜緊に機能し一般的には，戸主が

を訪問する．さらに，各請には代表者が決められたり，当番：f！~IJ

::tが集って会食することがある．

秋の農民i時に加入するiι貯の戸

その他，木地！玄内には，鷲（ljl社の氏子柴田， （藤沢地区池の台）の壇家集団，そして皮市議

－！ブL夜~b＼＇ ・ jむ l~＆ ~i'li などの j金縁l切なコミュニケーション集団が存在する．

！二）z!Sのような従来から存絞する地縁的・血縁i拘な生活組織とともに，行政が主導する機能的

な生活組織が存在する．行政組織の代表的なものは，前述の翌日l~IJ）支である．本地区には 7 つの班があ

る．この班は，村の行政組織の末端組織となっている．すなわち新治イ：~H:t, IIヨ村単位で 3つの地区か

らなる．それぞれの地区には，いくつかの集活がある．大土！日新日1地区は， まず！日付単位の藤沢地区に

属し，そのj山氏のうち大'l:l!l:f;I~落に入る．ただし大~fll集落は，大丈Ill 本日；！地区と大~I日新田地！玄の二つに
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日大型新日i以外の講（こ属する砂

臼いずれの講にも属さない

。世帯 200111 

第6図 新治村大畑新田地i互における五人組・十人~N1' (1986年）

分けられている．このような公的コミュニケーション網は，行政の連絡として機能している． しか

しこのような近代的な も， f也l也j或と同様に，五人組や十人消などの家単位による地縁的な

組織を基盤にしている 15)

生産組織の最も基本的な単位は農家であるが，その基本的な単位が直j妥結合した組織は農家組合で

ある．この農家組合の組織は主に村役場の指導の下に形成されている．その他，にいはり村農協には

各種生産部会があり，同－；農作物を栽培する生産者の組織がある．

社会組織・余暇組織としても，青年会，婦人会，老人会，そして各種スポーツクラブが存在し大

畑新田地[Rの住民が個人単位で加入している．上記の各種生活組織は，農産物の商品化，社会教育，

余暇活動の活発化によって，生産組織・社会教育組織そして余暇組織の地域住民に対する影響力が増

大している．しかも，行政機構の地域に果たす役割はますます強化されるため，行政組織が地域を組

織化する力を強めつつある．したがって， これらの近代的・機能的な生活組織によって，住民のコミ

ュニケーション行動が活発化している．

N コミュニケーション空間の諸類型

住民のコミュニケーショ は，個々ノ＼にJ芯じてJ毛なる． しかし，オζJj~ で十土， T1iT述のようにコミ
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それぞれの類型を以下には，ュニケーション行動が類似すると考えられる属＇i~I：に応じて類型化した．

る代表するlilt；きとり調

によるコミュニケーション空間れ1-]_ 

1）ヲ：1,tl:

s 誌の

S氏は農孫2人の 6人である．に長男夫婦，S氏 (1912イード生まれ〉の家族は， 安 (1918年生まれ）

嫁は下坂田のS工場に長男は新治村役場，すでに長男夫婦に代を譲っている．業に従事しているが，

7 
/0 と中3 孫は勤務しており，

（第7図）．起床は 6Mr 30分である週［lのコミュニケーションを中心とした行動を以下に記述する

にあるゲートボール場に8時30分には集落内（徒歩3分〉洗ffil・！日！食等の生活必需行動の後，あり，

1011寺の休息（お茶のっており，大丈Ill集落の老人達が毎日10～15人ほそこには，l=I:＼かけた

10日寺に熱中する（月・水・金〉クロッケーゲートボール（火・木・土），をはさんで昼食II寺まで，

ゲートボール及び15時の休憩時間には，

ち寄場の片隅にある小屋掛けの所で，

食べながら試合の話や世間つ

一種の情報交換の場所にも話が始まり，

さらに，昼食後も 15n寺30分（冬なる

までゲームを続行17日寺頃 （夏季）

それ以降，S氏は，調査iヨには，する

j廷の手入11音くなるまで行った

日垂生労娯
!tiとj舌働楽

必

の仕事と（男性〉:::tとしてれは，

まで妻が手伝いながらなっており，

この1時間，農繁期には，かかるとし、う

ト仕事

I lfll['1'!ifllli 

T 

l~I 
宅

夜には夕食をはさんで入畑仕事を行う

20時頃にはテレビ等のH寺閉が多く，、、i
λ
y
t
 

＼

J
 

i庭仕事

lゲートボーjレ

］ 

＋ 

f::lゲ場
宅 1~
戸『 L ;) 

旦，K-g 
ル己

ll寺
24 

a. 

20 

16 

12 

8 

。

就寝する．夜の外出は極く少ない

クロッケーゲートボール，男性老年間Sj去の週 E:I( a）と休日（ Iコ）の生活行動

（現地調査による．第 8～131立iも｜司じ）

第 7図

主として村内や新治郡内の大会も多く，

このように，新遠隔地には村の福祉パスで、移動する．近くには自他チームと交流するため，

これを中心としたコミュニケのゲートボール・クロッケーが非常に1主んで，＼

i
ノj
 

，vr－一1
 

1
4
1
J
 

H
ヰノ

／

J
t

、、
治村では

クロッケーは老人会のトボールは村の社会体育活動として，ケ、ーション行ゐ動が仁川、亥となっている

大畑新田7～ 8割の老年）百（男性〉が参加しているそれぞれ組織的に行われており，活動として，

とくに年齢制限の規約はない

いわ

の老人達が活動してし、る．

60歳代が少ないのは家放の若い者（息子夫婦）の多くが兼業や・恒常的勤務者となっており，

jをIRでも68政から80歳まで（平均年齢75放）

IJ~ ＇ 
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ば現役として農作業を担当しなければならな L，、からである．また，大~：Ill 新日：1Jllil5｛では，女性の参加が

少ない．これは，女性の老年j習が家庭内の雑務を担当しており，共段ぎ・兼業UJ:;li；；が多くなっている

状況下で，家から断れられな~·、条件をより多く J41＝ ってし、るからである

調査日直前の休日における Sさんの行動は，次のようなものであった．起床はいつものように 6

30分であり，朝食後 811寺30分から納屋の整理やむしろ干しを始めた．また， 1011寺のお茶の後には，耕

運j設や投機Jlの子入れをし納屋のj十イナけを終えた．午後からは，夕方まで）立木の子入れをした．休日

はゲートボーノレが休みになっており，農繁JmにはL~作業が仁i二l心となるが， J｝~l~~JWJであるこの !rlyJ!Jj には

大した仕事もなく，年末にむかつてのj疋仕事が多くなった．夕食後，就寝までの行動は迎！：！と変わら

なかった． したがって， この日は家から航れることもなく， また，家を訪れる人もなく終わった．役

職を持たなし、老年間（男性）の休日は，異物にもほとんど出ず家中心の行動で、あり，泣{J： ~JJ.かのんび

りした休養の日となっている

S氏は， ゲートボール・クロッケーの他に菊愛好会（大知山ヨ存内で会員 7人）にも参加している．

4月下旬から10月にかけては，菊の京！J芽，移植，施ll巴，枝振り市制i包，1;111評会li¥11i1問、：の行目立jが加わり，

畑仕事とともに，｛也の老年層（男性）の中では忙しい毎日を過している

親せきつきあいとしては，長男の妻の実家がある新治村III土部や東京・ iii！浜の親せきに年に 3～4

［~］は訪問する．また，集落 i今の地縁的なつきあいには，代を息子に議っていても家を代表して 1:1:\JN汁」

る．ただし役場や集落の会合などの機能的なつきあいには長男がIJ＼附する

以上のように，男性老年j習のコミュニケーション行動は， ゲートボーノレ・ク lコ y ケーが1:jl心となっ

ている．この活動は，集落内の家の格式を意識することなくつきあえるため，肉体的・1手!t'ilJ拘な健康

の維持管理のみならず，集落i今の平等なコミュニケーション空間の形成にも大きな役割を果たしてい

るといえよう．この地には菊愛好会，老人会の活動，旅行ーなどがあり，イ1j1l'l=rJや多様な人びととの交流

活動が見られ，趣味を通した広いコミュニケーション空間を形成している．また， tJi~せきや集活｜勾の

地縁的なつきあいにも家を代表して参加している． したがって，主として家を中心とした女性

の狭まいコミュニケーション空間とは著しく兵っていることが認められる

2 ）女性

Tさんの事例

Tさん (1918年生まれ）の家族は， 夫 (1912年生まれ）， 長男夫婦（長男が1942年とその妻が1944

年生まれ），孫2人（1968年と1971年生まれ）の 6人で‘ある．夫はy虫！すきに従事（j目l::Jはゲートボール・

クロッケーを行う）し，長男は新治村役場，その妻は村内工場への恒常的勤務者となっており，家族

構成員 6人中 3人が就業している．また係2人は高校生と中学生でJうる． このため， Tさんの家族内

での役割は，嫁と家事を分担しながら留守を預かることであワ，家仁11心のコミュニケーション空間を

形成している．この点，先に記述した老年j習男性と比較し， コミュニケーションの；有1m,IPJiJ丸空間
に大きな相異が認められる．

Tさんは 6!l寺に起床し，嫁とともに朝食の準備を始める．嫁は出勤前のこのII寺間に，そのほか洗

濯，小物整理等の家事もできるだけするようにしている． 81時前後には，孫達が主主校，長男夫婦が11¥
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洗（家の掃除，嫁と分担その後は，朝食の後片付サ＼チミはゲートボールに出かけた勤し，

家を向ff:れることはほとんどなかった．j定のj掃除など）をしながら留守を脊iかり，1f11, 認定1)'1のJt・Nけ，

とっプこ．ゲートポールから帰る夫と1211寺30分には，

家を訪れる人もなこの日は，1511W＇に夫が帰るまで午前 i二十！と伺じような行動をした午後はまた，

垣根越しに隣家の人の動きが見えるので日I］段孤独！惑を持たとも阪を合わせる1]Tもなかったが，く，

も近づし、てし、るので，夫のJ定の手入れ仕事を手伝った1511寺に夫とお茶を歓んだ後，なし、とし、う

夕食の準備など）武Jヨ，その前から洗濯物の整理，1s11N前後には嫁が勤めから帰宅するので，そして，

夜の外出はほとんどない夕食後，就寝は通常どおり2011寺30分頃であった夕方の家事仕事に移り，

)g;)日の行動と変わらなかった．けくのようであった．午前仁｜コは，Tさんのi[J.1,j宜日立iJの休1::1の行動は，

をすることになるとj自I：！・休iヨとも向じようft家が家に｝~；ても，家事の分担が大体決まっていて，

1 たまたま隣家の56~誌になるおばあさんと顔を合わせたので，しづ．午後は昼食が終わった13時現，

j@ 11豆i位行われこのようなコミュニケーションは，U:HI首位隣の家に遊びに行き茶j引くみ話をして

垣根越しに顔が合うとどちらかいずれの家を訪れるかという順番を決めているわけではないが，る．

お茶を f~＼みながら工の家に上がり，

II寺間位の！止問話をする茶飲み友達の

帰宅した後は，夫の庭関係で、ある

休日はを1711寺頃まで手伝った

夫のゲートボーノレ・クロッケーが併三

夫が家におり，農閑みであるため，

期である今のi時期には庭の手入れを

自ずと夫の仕事の行’っているので，

夕方手伝L、をすることが多くなる

及び夜の行動は，週 1:::1と同じであっ

た

j担司・｛オミヨこのようにTさんは，
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とも家を離れることがほとんどな。
家族以外とのコミュニケーショく，

（

m
m） 

隣
家
白
宅
（
0
）

r

けん
t

ン行動は隣家の茶歓み友達にj浪られ

その空1~1はきわめて狭し＼ており，
女性老年間Tさんの週日（ a）と休日（ b）の生活行動第8図

なってし、る．この点＇ ft家が終日家にとどまる家族の女性老年j習の場合とコミュニケーショ

られている．二家族内での仕事のーっとしTさんは留守をrnかるというすなわち，

そのため，核家族と見なって老人躍が家庭内の仕事を分担する世代・三世代家族においては，

週それに対して，嫁が家に居る女性老年j密は，夫婦の家庭外の就業を促進することにもなっている

とのコミュニケーション行

その空間もかなり広いものとなる

りの1人で村｜勾を散歩しながら，

動（挨拶・立ち話程度）が行われるため，

孫を連れたり，El, 
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Tさんが外出するのは，村内下坂II！の新治診療所や土問11]・ I~~ 針l',jll!Jの病院（整形外科）に3 月に 2 ～

3 ITIJ など l~lIfUJIIIで，長男または嫁に連れて行ってもらうことである．または，盆や＂！NPこ，かつて，｜止

になった村内の家や，友人の家に扶拶にU：＼かける程度ーである

以ーとのように， Tさんは，外部とのコミュニケーションは著しく少なく， また，その :c:：~lh\J も l~'il＇家と

いう；i屯i羽で駆く狭し＼ しずこがって のコミュニケーション行動とは見なったものになってい

る．女性老年目の場合は，地縁l'l守，そして，機能！ねなつきあいも限定されており，家族内の仕事の分

担の程度によってコミュニケーション空間の広狭が決定されるといえよう．

によるコミュニケーション空IM'JIV-2 

1) 

K氏の場合

K氏（l927jf~！ミまれ）の家肢は，安 (1929年生まれ）， 長女（1955王子生まれ）， 恭子 (1951年生ま

れ），孫（1984年生まれ）そして安の白税 (l904jl三｜ミまれ）の 6人で、ある．本人と安がJ)Il業に従事・L,

かさ万灯」は近Ill1~1~1 j ~） J以降おこ

なオつれている驚神社の［5如、！？をやp

？こ祈るffj乞いの釘ネしである 16)

当地区内では，何年sn 1711に
行われているものである． この

祭にLt, 近郷近在から家 fj）~)Uiれなど5う000人から6,000ノ＼泊三hめかけ： WIJ~はその参；；tiの／＼びとでにぎ

えっう 17）＿医長とい＇） lfi'~~完を担うため， ヴ1-lも村役場で村氏や「大よIllのからかさ万灯」｛九日子会会j：ーなど

養子は石岡市の会主！：に勤務し

家族構成員 6 人 r:J~ 3人が就業し

ている

K氏は， m:i:-1ほぽ午前 6Ii寺に

起床する. 1986if-10月下旬の肉 ]{j 

日前日には， 8 ll寺30分に I~！宅

を；Jjて，徒歩で約 900m離れた 12

役場に向かった.11交はラ大；till集／＇｛；

の正区長をつとめているため， 8 

10月18El （土）に水戸市で/JHかれ

た；1'2~A:Ui~ の民俗芸能に出演した

「大；kHlのからかさ万灯」の村長

への あった．「大付llのから （） 

21 a 
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第 9 図民J~就業主KJ＼：の｝jii （日）と休iI ( b ）の ~L：手 f1Tif J :fi}j 

の人びとに会っておりうコミュニケーション行動の純凶が広い. !I：前 9li.1J }0分に役場を/J；て，村役場ーに

しfこ民主l弘［11］主Jl{Iへl(i］かう.9 ll与30分から11Ii、？までの「i：ノ：~TrlifiTi子uリ＇＇Tii'ili会」に11¥J市した．出iあには，
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「！埋干品種子採有i~~I）会」が組織されており，村内で18名が加入しており，そのうち 8 人が大丈fl]新田にj吉

住する．会員の耕作而取を合計すると， 13ha に達し新治村の特徴ある H!i: ；~if11ii11 の一つになっている．

民！おから i:i 宅に徒歩でもどり， llll~J:10分から自宅付近のハウスで，花井栽培に従事した． 彼は，

150ぱのハウスを 3N：所有しそのうち 2i~Iでフリージアを， 11~：でカスミ ）＇立を栽培している． その

他， iJI:J出として露地の花丹対!Iを20a，水rnを70a, j:!H地100aを所有している. j;lflj自の作付として，

60 a が lr7i~稲であり，残りの40 a fこ焔作から転作した大立の作付がなされて＼＿，、る．

J 211寺までハウスで花:Jlj-栽培に従事し自宅で昼食をとった．昼食時には，妻，長女，孫そして養母

とともに 5人がIJ-1らんし家族としてのカップリングが生じた.K氏は，農業に従事し，所右の耕地

が自宅から近距離に｛~111''1＇するため，昼食をほとんど自宅ですませて，がJ 1時間の休憩がなされる．

午後 111与に再び花丹の 1:rn にもどり， hl~地ものである夏菊の後片付けーに従事した．前述のように，農

業には：1~：.として妻とともに従事するが，この日は木人のみ従事を行い，その間， コミュニケイトする

人物はL、なかった．午後5fl寺10分ごろ帰宅した．夜間 8fl寺から 8時20分ごろまで，大畑の高I]区長の訪

問があり，健康保健の納入金に関する話し合いが行われた．区長の任務があるために，夜間でも訪問

者がn寺にはあり，集落内の人びととのコミュニケーション空間が自宅内に生じる．

成作業：の休 Flは，降雨日や強風日など. l~l 然条件の悪い日である. 11月下旬の休日の行動は，以下

の通りであった． 711寺30分に起床し 911寺まで洗顔，朝食などの生活必需の時間ののち，午前中は屋

敷 r:J~i にとどまって，成機具の修理，物慌の詫理を行った. 12時から13［］寺まで普段と同様に昼食をとっ

た．そののち，テレビを見ていたが， 1211寺から16時まで木地区内の同世代の友人が訪れてきて，会談

した．友人も法業就業者であるが，当日，悪天候のため農作業を休んで＼＿，、た．友人が帰ったのち，畑

地のフリージアを収穫し｛181人ll=l荷のため土浦市真鍋lllJの運送業者ーまで運んだ. 18時に帰宅したのち

は，就寝の2211寺まで外出したり，家族以外の人と会うこともなかった．上記のような休日の行動が聴

とりよりわかったが，休日といえども，屋敷内で、の仕事があり，花井の収穫と出荷行動もあった．

本人が買物行動を行うことは，きわめて少ない． 1年に 1～2回の頻度で土浦市の中心商店街や大

砲lf!Jの大台根商店街で・ffiy良着，地下足袋を購入するにとどまる．農協の陸稲種子1采種部会にも属して

いるため，夏季に llfi~稲種子採種の先進地域への視察がある. 1986年度は，結城市・八千代田Iへ日帰り

の研修旅行があった．さらに，講習会が年に2巨iあり，それらは種まき前の 8月初旬と穏が出てから

の 8 月中旬である．これらの渋協の部会を通して，大~！日新田外の人びととのつきあいが生じている．

区長としての任務の一つに，集落内の人ひ、との毅院の促進がある．その主要な行事には， 3月下旬

に開催される球技大会， 7月最終の日曜日の子供のための祇 8月17日の「からかさ万灯J, 11 

月3f]の村氏体育大会がある．それらの開催のために，準備に係わるコミュニケイトが多い．たとえ

11月3 J] の村氏体育大会は，会場を新治仁！二1~t：校とし村内で合計20の集落を単位としたチームが

出場する．その集落単位のーっとして，大~Ill新田と大丈！日本田が合体して出場する．村の体育協会の役

員が各集落に2～ 3名選出されており，彼らが出場選手を決めるが， IK長としての責任があるため，

準備に多くのII寺11=¥'Jが割かれる

%J~せきのつきあいとしては， K氏は婿入りのため，苓には実家がある隣接の桜村栗原へ行く． ま
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ずこ，兄が筑波町国松に住むため司年に 3～ 4[i21は訪n:iする．そして，桜村中根には妹が嫁いでいるた

めに， トマト・きゅうりなどのハウス栽培の良作業を；子伝いに行く．また，妹夫婦がK氏のIII舶え前

の iJj：・ j包稲かりなどを手伝う .K氏の Ill：代においては， j邑 ~fil在！は一般に切れ、範 ll:J:l に限定されていた．

したがって， ライフサイクルとしてのコミュニケーションヂ間とも考祭できる通府間は，かつては狭

いものであった．それゆえ，税せきが近隣にJiT:-H：することも多く、役作業の中！？五の

しての訪問も多くな司ている

2）炭外就業者

日氏の事例

H氏（1947年生まれ）は当Jむで1l延生し，民家の長男である．当家v::l；，江戸／！－＿千代初期の新 III開発以

、や，余1mと

ゴミ，現住所にH5住してL、る

1970年代中頃までは父母と男女2名の1mm;;;:i働者を使用し，米作を1jl心に Ytl~ ・英タバコの生産が

行なわれていた． しかし父の村役場勤務を契機に，また，雇用労働力不よとから経日規模を縮小し

ら第 2 種兼業民家へと移行した．現在，父は退職し，！~［給j刊の米やillf菜類を生産している

H氏；の家族は，父・母・本人・ 02：・長引の 5人であり，

務に従事している．長男は 4歳である

日氏宅が属する大知i新！Ilの 1JvJt工，集落のjltf端に位ほしそれらの家臨は県道ごU1!J・ 小針紘に京凶

J~；で， 月一は子守りと家店内の新f;

方向に交わる村道に沿って集中している．また，前述のj邑り， l J況に属するuι：；；；は 2HI：・ 3DJ；のそれ
とともに居住年度が古く‘ j也縁的.llll縁 1'1守にも相互にeh 、 l~~l 係を有しており， 16ll上川rj114I止イi；が民家
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である．現在，専業民家が 11止；；M；のみであり，その農家は観光梨闘を経営している．地の13-1止；市；は第

2税兼業j史家であり， しかも後継者は全員決外就業者である．

日氏vi，現在，二｜二fn!Tl'i内にある県立高等学校に教員として勤務している.Hj去の週日のコミュニケ

ーションを中心とした行動は，以下に記述する通りである．毎日ほぼ6ll寺30分に起床し，洗面1・朝食

をすませて 811寺に I~！宅を Ii＼る．勤務先へは lgl 家 m11B:を利j羽して，おおよそ 8 キロメートノレの道のりを

20分で3'1J者する．そのII主ーんなから1611寺50分頃までは勤務先である高等学校に滞留し授業のほか，職場

の同僚とのコミュニケーションが行われる．職場での教職員の大半は土浦・石岡市を中心に，隣接す

る阿見・ S]G皮lllJ，千代rn・11¥島村，そして牛久市・岩！？司111J.新治村ーなどの在住者である． しかし，水

戸市・友部町＼真壁町eなどからの）ffig坊者もいる．

勤務地を1711寺に出て， 1811寺に帰宅したが，その途中に土浦－i11の中心市街地で買物をした．調査日の

ように，帰宅途中に土浦市での異物や，喫茶店で、の友人との談話を行うこともあるが，遅くとも18時

までには帰宅する．就寝は2311寺40分で，夜間の外出はほとんど無い．つまり日氏の場合の週日にみら

れるコミュニケーション行動は，職場での同僚との｜習に成立し，村｜ゴヲや集落内でのそれはほとんどな

、
も
1
u
v

1986年12月上旬のある休日には，次のような行動があった．週日より遅れて， 7n寺10分に起床した．

洗而・朝食・後片付吋ーを済ませ，午前日時に自宅から約8キロメートノレの距離にある筑波研究学菌都

市内のSデパートに自家用車で行き，異物をした．午前1111寺にSデパートを出て， 1111寺20分に土浦市

中ffellllJにある安の実家に立ち寄り，さらに弟の住む土浦市真鍋6丁目に立ち寄った．途中昼食を済ま

せて， 1311寺i乳母の実家のある土浦市中高津 1TE！に到着した． 1 IJ寺／'l=l］程雑談し， 16時30分に帰宅し

た．こうした親類への訪問は，正月・盆・暮の時期には恒例になってレる．つまり，年に最低3白は

近親者とのコミュニケーションがある．なお，安の実家との交流は，近距離！めでもあるため年に 6～

7［豆l程度持っている

伝統的地域社会の色彩を強く有した 1班においても，近年の兼業化によって，就業の場が集落外に

生じる．そのため， ）~ 自のコミュニケーション空間が分散するようになった．だが，依然として集落

内には地縁的組織は存在するが，構成員間での交流の頻度は低くなっている．

しかし， H氏が1=1警消訪問に所属していた1980年までは，消防機具の点検整備，夜警や緊急出動，

そして訓練の｜祭などに大畑地区の｜可世代団員との交流頻度は高かった．現在では年 1回行われる村

役場主催の地区対抗のソフトボーノレ大会や，壮年ソフトポール大会を通じて，集落内の同世代の者逮

との交流がわずかに存在するのみである．

なお，大知II地区には国選択・県指定の無lf5民俗文化財の「大丈！日のからかさ万灯」があり，毎年8月

17 lヨに催される. I玄長・副区長・保存会長・評議員・ :fill社総代・実行委員など地区の役員をはじめ，

各年代の人々が祭りの前約 1週間には毎晩，準備のために驚神社境内の田盟都市センターに集まる．

この IJ寺ばかりは，地縁l~I似た伺｛本意識が高まり，交流は祭りの翌日の後かたづけが終了するまで続く．

しかし， 6班・ 7班からの参加者は少ない．

また，大畑新旺i地区内で、の｛主民の冠婚葬祭，位；H；：の新築祝い，誌なと、への参加は父親が行ってお
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地域社会での付き合い父母が健在な！止，rn；のJ易合は，このように，日氏の参加はほとんどないハノ

日氏はl技場で、m：される年5～ 6ID:！のゴノレフ大会にはしかし，老ノ＼がrjこi心ilJ役割をはたしているt土，

父f＃が位イl：の主~t 、世代のコミュニケーションつまり，｜可l止f＼のi限場H1!bJと交流を深める参加して，

村や地区内よりも就業の場に比重が大きい三；三11:¥Jvi,

i'.J tr；＿＇｝｛＇~古3) 

W氏の事例

ゴ二nlHl1それまでは，を新築して入Jii；ーした現在所に197 4:i1::.12月十こ，W氏 (1942年生まれ） ~L 

工務店をK＆’}d；・し，現在，1973年にJJlf主所の土地をJll1J:入していた．小i去のアパートに｝igfとしていたが，
長男（~iji交安は村内の出土i}ISvこあるコンピニータt'.ffs1W1製造のN製作所にパートとして勤務している

の2人の子供がし、ると次男（，－＼＇~校 23年生）

大よIll新iEl は 7つのj五に分かれ前）illのように，大畑新III7 J妊のHEJ乏を務とめている－L
に
イ
イ
；
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，W氏は，

恒d治的｛也は，)!I，け践の 2llt;il＼：を｜徐いて，この13jlt市の戸主のうち，7 JiHこは131止；H＼；がj員しているて，
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W氏次世界大戦後の入居であり．

a 
I!寺
24 10数年前からのの世帯のように，

居往年度の比較的短かL、世’訂が過

20 
半を占める．

1班ーから 5BJ：に揺する
ρ
りー

県道小野・土浦線に来四方向に交

;;;,t主主していjつる道路に？（こい、ながら
l 2 

入居時期の新しい世日：が多る iJ~ ，

ブノァ一、』い 63近と n近に属するi立；；＼；：は．
8 、

~ -~ れらより南側（／こ位t!fil：してL、る

もう｝＇fl文している、に

W氏の週日のコミュニケーシ三

ンを中心とした行動を以トーに

iili 
iii 1fri凸
1j1 J,ii己、
心街~

自営業者W氏の泊！CJ( a ）と休日（ b）の生活行動

’けん亡（

0

三J~30 
JJL km 
.tJ)j '-.../ 

1'1 
:1_: 

。

（） 

起！末は午前 5tl寺（第11図）する

洗面・朝食をすませ30分であり，

調査Hヰ7ll寺に自宅を；；I：＼るて，

第11図
Tli:ケllf奇「n-1たUこ十ま，(1986S:j三12月）

自宅から約30キ iコの道貫lllJの国鉄佐貫駅付近で，家屋の建築を ~，11負っているため，建築JJlJ坊に l匂う

その！時点から午後 6fl寺までは，7 ll寺50分頃に現場に到着する自家JUトラックを使用して，のりを，

家屋の建築関係者と作業をともにすることがあその間に，現場にて作業を行い‘昼食をすませる．

(l¥l1J見lllJ), 自：If¥京／＼ （ゴ二＠

そして内t＆金力I仁仁店長人（美浦村），

（新治村大1:1u≪こJi!｝住），

主主主u政人 （二lfflJ市），経［：市職人（阿見町），

る．｜司じ：現場でfl＝＇芳ーする者には，

（出島村），rli), 
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る者（新治村III土器りらがし、る. 1811寺に現場を離れてg，宅に向うが，道路の交通混雑のた

め， J§j宅に1§1家用トラックで到着するものが191!寺30分頃になる. 1ff: 1::1, 21時頃には就寝する．ときに

は， J二記の共同でfl：二業する者と，仕事の後に，飲食をともにすることがある．

一一つの家屋を請負った場合，一般的に完成するまでに 3カ月間ほどの日数がかかる．そのうち， 2 

カ月余が現場での作業となる．そして20日間ほどの日数は自宅の作業場で建築材の切断等の作業がな

される. ).ll] Eでのコミュニケーションは，主として建築現場で作業をともにする者となされる．この

コミニニケーション・グループにJ認する者のほとんどが工務店を経営しているため，他の者が建築を

って多忙で、入手が必要なときには，相互に手伝うことがある. 1~！上式には， ヒ記の者達が一堂に

会し，そして 1年に 1度，年末に忘年会が催される． したがって， K氏の場合，

でのつきあいの関係が強い．

じての村外

家屋の建築の仕事の場合には， i年雨！と！が休Elとなり，波労がつのった場合にも，休日にすることが

ある” 1986｛！三12月上旬の雨天の日には，次のような休iヨとしての行動があった．

普設と同じように， 5 fl寺30分に起床し洗臨・ ljiJj食を済せたが，雨天とわかって 7U寺から

まで就寝した．昼食の後に，妻の勤務も休みであったため， 2人で‘土潟市の中心商店街に食料品・衣

服等を購入のために自動車で、外出した. 16時には帰宅しそののちは自宅にとどまった．

日l氏の場合，仕事の関係以外の者との友人・知人関係者は少ないが，正月と暮には，本人の実家が

ある筑波lllJの小!Ilと る桜JII i:i・の古渡へ出かける．

前述のように， W氏は7斑のJ31長をつとめるため，；81長としての任務がある．その主要なものは，

村役場からの伝達事項の連結であり，平均して避に 1回ほど回覧板を主主に属するU±?f；；にまわす．

大J'.IIl本EEi地IZ：と大よIll新lま！地区から， IVT述のようにそれぞれ区長が選出されるが，その飽大畑集落全

体から区長・副区長そして評議員12名・判i社総代6名がそれぞれ選出される．構成員の会合は毎年1

月訪日になされる．そのl祭に，大知i新白地区の者のみならず，大丈Ill本田地区の者にも会う機会があ

る．役員になると 1)=]15日に「初参会」と呼ばれる役員会に出席せねばならず，自ずと公的コミ

ュニケーション行動が生じる

十人誌が組織されているが， W氏が属しているものは， 7班の13i生部；から 1ttt；吊：

（大j;!II本！王！の請に属してし、る）を除いた12！生子！？のものである．上記のように，地縁的な組織が存在し，

それによるコミュニケーションも存在するが， コミュニケイトする頻度は低い． しかも， 7 BIに属す

る者と，入居時期が古いjJ日；：が多い l～ 5班までに鼠する世帯の者との結びつきも弱い．ただし子

供が小・仁｜二！学校に在学中には， PTAを通じて，他の父兄とのつきあいは存在した．

IV-3 によるコミュニケーション空間

1）入焔

Yさんの事例

Yさん（1955年生まれ〉は， 1981年11月に土；FlJilY

jj}~~11\0J加工，父. !I）： ・犬・本人に長男の計5人である．

らY家に嫁いできた.Y家の調査ll寺の家
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結婚するまでは土浦市内にある金融機関に勤務していた．結婚のために退職してからのYさんは，
j虫j或！？サなコミュニケ・大学｜時代の友人との交流が中心で，かつての職場のi司僚や，数年間には，

大畑新日j也！玄の西端に位置長男が戸外で遊ぶようになり，しかし，ーション行動の頻度は低かった

とのコミュニケーションが成りの老人や，男を遊ばせる頻度が増すとする

条件の良t、l::J1:j二lには20;6前後の人びとが集まる．集まる人びとifこt土，立するようになった

大~Ill新 EI3J山｜玄の 1HE • 2 Jj)J 来｜詣頻度の高い者の多くは，大丈！日新団地区全域に及ぶが，の）吉住11屯Jiljは，

• 3班に所属する世帯員である．

地域社会で交流頻度の高いPT A活動や，村役場の組織である長男が就学前のため，Yさんは，

子しかし 2地域社会内での交流機会は少なくその純問も狭い「若妻会Jには参加していないので，

子供が小学校に入学すると！日村単例え供の成長とともにコミュニケーション空間は拡大される

え」中学校に入学すると全村単位のPT A活動を介しての交流が成立する．まずこ，｛立でのPT A活動，

には親子が年l'i~Jらに子供が小学校入学と i司 ll寺に親子で「大~Ill新日子供会」の組織に加入する．

廃1fi'1回収などの多彩な地域活動や行事に参加するよう計思を作成して，公留・集会所の清掠作業や，
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そして，夏休みには祇園祭・

遠足・朝のラジオ体操・キャンプブァ

になる．

父母や子供述イヤーなども｛崖さtして，

20 f也地j或は相互の交流を活発にさせる

からの入婚者の地域社会て、のコミュニ

氏物
ハh
ul
 

子供のケーション行動は，
、
「、一一ー 、ニL ョーもを契機に大きな変化を示し

！？ 二子供がケーション空間は拡大される

就学していないYさんには上記のよう

8 晶一日常行動は単調で，な機会も少なく，

コミュニケーション~~I~司は狭しかも，

L、ものにとどまっている．

の調査日前日のYさ1986今三11月

（） んは通常のように弱j6日寺 40分起床し

;m 
rli if·十j~
中J,l；プ
心街巴！！

自
宅
（
0立t---::-

木J

’H
宅（
0
）

た．朝食の準備・朝食・後片付ーけを済

洗濯ませたのが 8ll寺30分頃であった．

えたのが10の清掃等の

専業主婦Yさんの週［f( a ）と休1::1( b ）の生活行動第12毘
4歳その後は，日寺 30分過ぎであった．

友人を自もこのように訪問したり，の長男とともに近隣の同年代の子供を持つi士市を訪問した．

宅に呼び，子守りの老人や専業主婦とのコミュニケーション空／Id］が自宅内や近隣！山IH；で4三じる

141l寺30分に

なお，貨物行動は筑波

昼食は1311寺からとった．昼食の後八一付けを終え，

土浦市並木町のKスーパーマーケットで買物をした

の準備のためにirn~1:so分には帰宅した．

は自家用車を運転して，



103 

研究学悶都市のデパート・スーパーマーケットでなされることもある. 16fl寺30分にj吊宅して，その後

は夕食の準的と，洗濯物の整担をして l~I 宅内に留まった. 171時30分頃，村役場からの回覧板が隣家か

らITII覧されたので，それを持参して他の隣家へ行った．ここで、隣人との交流がわずかに成立した．夕

食は目的にとり，その後30分程家政との団らんがあった．後片付けを終えて入浴を済ませたri寺は21時

を少しすぎていた．自分でlg!1t1 に使える文化的生活llミ~l 日＇~＇］は 21Jl~j30分以！？年となった．なお，夜間の外出

はほとんど1!1，引、．

休Elの行動についても週j二！と同様の行動がみられ，生活のリズムもほぼ同様であった．なお，

日に近い休日には普段の休日と異なった行動がみられた．

通常よりやや遅い 71時に起床した．その後は普段と変らぬl時間と行動があった． しかし家事労働

を終えた 1011寺 30分から 1111~[30分まで，週日と呉なった行動があった. jli]日なら外出の機会の多い！時間

帯に自宅内に留まり，子供と夫と Yさんの 3人でj遊んだ．そして， 111時50分頃夫の運転する自家用車

で家族全員とともに土浦市内のレストランにl:l::lかけーた. 13時には昼食を済ませて，土浦市内のデパー

トで貨物をして， 161時には帰宅した．普段の休日にはこの時間は，昼食を済ませ， 14時頃から1611寺頃

まで週1::1より狭い範囲の近隣2～3-1士子！？を中心に行動する．休日のこの時間帯が同世代の子供を持つ

父母とのi唯一のコミュニケーションの機会となる．なぜ、なら，近隣の子供の父母の多くが恒常的勤務

者のためである

こうした状況からみると，就学以前の子供を持つ入婚の専業主婦にとっては3 週日・週末ともに地

縁的なコミュニケーション空間はきわめて狭い範1mに限定されている．ただし年周期をみると，近

憐地区の実家や殺せきとの交流があり，また，友人宅への訪Iii］もある．これら友人関係は，結婚以前

からのものであり，結婚後も iヨ宅と友人宅とが近距離であるため？友人関係は持続しているものであ

る．

2）実家にし、る

Fさんの事例

Fさん (1955年生まれ〉の家族は， ゴミ (1951~＝二F生まれ〉と (1984年生まれ）， そして雨続（父

は1927年，母は1929年生まれ〉，祖母の 6人からなる．夫は石｜河市の会社に勤務，両親は農業に従

しており， また父親は現在大知識fIIl地！玄の｜豆長を務めている．祖母は82歳の高齢である

6 /l~j30分に起床し母親と朝食の準備をし朝食後 8 時には夫が出勤する．また続いて，両親も

作業にl:Hかけ』る. Fさんの家では， 150m2のハウス 3棟，水｜ま！70a , ~111120 aを所有し花井，水・陸

稲，大!2：栽J~S-を行っており，調査II寺の 10月下ιuには｜珪稲収穫，花井栽培に忙しい．午前中は家にい

て，朝食の後片付け，掃除，洗濯等の家事を行う．しかしまだ長男が 3歳と手がかかり？その上，

l:Ui主が近づ、いているので，家にとどまっていることが多い．家にいても，ただ家事をするだけではな

く，他人とのコミュニケーションが多い．父親が大丈！日新国の区長を務めているために，役場からの電

各班長への話連絡があり，また，近所の人達がL、ろいろな事を尋ねに立ち寄る．

両親とも農作業に従事するi時には，それらを取り次ぐ必要があるため，家から離れることができな

い．家を拠点としながらも，多様なコミュニケーションが形成される．
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12時には， WTI親が農作業から戻り，組母，子供との昼食になる・このIf寺，必ggな述絡を父親に伝

え，午後に指示された仕事を父親に代行して行うこともある・その仕事とは主として電話連絡であ

る 昼食後もしばらく家にいて家事を行ったが， 1411守頃から子供を連れて徒歩で10分程度→の li11~献にあ

る村内の~mせきの家に遊びに行った・ 1511寺30分頃，帰宅した・このような行動は月 2 m1fs／~のものであ

り，普段は， 11!寺i首位家のまわりを子供とともに散歩するのが日課となってし、る．本地区の西端にあ

る「大畑出国都市公園」（児輩公悶）にーII寺立ち寄るが， その他は子供まかせのコースをとる．

りの老人や知人と会えば立話しとなるが，そのような機会はあまり多くない．

夕方，帰宅してからは，子供の世話をはじめ，家事中心の行動となるが，調査のi三｜は，夕食の見物

に出かけなかった．夕食の材料は，村内東！llJの商店や行商から納入したものですますことができ，商

店での異物も 2～ 3Iゴに 1回ですむとし、ぅ．夕食後は，外出することがなく，就寝は2211寺頃であっ

た．

調査日前の休日ltll寄れで、あった．両親は；農作業に従事し，夫は会祉の同僚とともにゴルフ大会にl=IJ

かけた．休日，夫はよく野球y ゴルフに出かけ町，たまに家にいても， Fさんの行動は)l.]Iヨとあまり変

わらない．この iヨ，午前中家にいたが101時

から11/]寺までは父殺に代わり役場からの書

類を各班長宅に配布した．また午後の14fl寺

から15B寺30分まで土浦市並木にあるスーパ

ーマーケットに自動車で買物するために家

を離れた． このような自動車での買物は，

新聞のチラシ広告を見て)E!ll＠並行ってい

る．

週日・休日とも家を離れるのは，散歩，

子供の病院，異物程度であり，行動の範出］

は家中心となっている．しかし父親がIK

長を務めているため， コミュニケーション

の種類は一般の専業主婦と異なり多様であ

る．また， Fさんは実家にいるため，叔母

（桜村司1根〉や伯父（桜村栗原）の家へ月

2～3回訪問したり，夫

へ出かけたりする

（桜jす架！京〉
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第13図 専業主婦Fさんの迎II( a ）と休日（b）の生活行動

このように養子と結婚したFさんの場合，嫁し、できた専業主婦と兵な札機！？を的なコミュニケーシ

ョン行動が限られているのに対して， J~~象的・！血縁的なコミュニケーションの極煩が多く， しかも，

頻度も高く，かつ広いコミュニケーション空間を形成しているといえる．
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V むすび

近年の経済の成長，刊行15・化の進展とともに，農村地域においては農業従事者の高齢化・兼業化や農

外流出の進展がなされている．同時に，ヨ｜ユ農業：のJJ1t村集落への居住に伴う多様な住民の混在化の逆

行，：M1b"i'l/;J施設の進出，生活行動の広域化や価値観の多様化等がみられ， これらは総じて

境を忠化させる ~1;s1 として，地域にさまざまな影響を及ぼしてきた．

ように，決村地域が多；種多様な要因によって変容を強いられている一方，！日米からの様態を

依然として針i：持して＼；、る．本研究は，次».＆：県1&r 治~m新治村大丈Ill新日3地区を事タ｜！として，成人の住民が

直接地人と援して成立するコミュニケーション行動によって，生活空間をいかに組織化しているかを

究明することを試みた．この研究課題によって，変貌しつつある農村地域を倒人‘家，才j－~き 1'1句集団の

側部から文化的・社会的な視角から山Hfiしようとしたものである

コミュニケーション行動は，生活行動の仁1~1 でも個々人に応じて，多岐にわたるものである． しか

しそれらを類型化すると．第14［玄！？こ示すように.AとBの2類型に大別することが可能であろう．

すなわち， A類型は，老人J't}，成業就業者， 自営業者（主として， jf}日集落｜ブヲにとどまるもの，たと

えばi商店・飲食店経営者）などの生産年齢層そして専業主婦陪l~こ属するものによって形成され，主と

して週日に（：~！集落内に滞留する 1！.民によるものである．他方， B類型の属性には，研究対象地域内

W!s~1 

！討JUI

II 

迎

A 日

老人IM.よj：注年齢）奇（農業：：叱 i生1~£~ij'. mt I討（農外就業主，
j品ti:I ,Y. I 
公名.［’！背；業者）， JN業主~1!}lf!i I l~I 営業者）

コミュニケーション空間
②近隣地区

産額附
第14図 Hit Hi誌におけるコミュニケーション'.7：~11\J の加盟

では，公務員・会社員な

と大工やトラック などの白

が含まれる．本論の研究対象地域のよう

に，首都閣外縁部に位置するために，

用機会が近隣地！互に生じ， しかもそータ

リゼーションによって在宅通勤化が進む

と，かつては純農村的性格を有していた

本地区にも B類型に属する住民j習が増大

しつつある．木地区には二世代・三世代

家族が多いために，家庭内で家族員相互

の役割分担が生じ，そのために農外就業

者を折出させる：5;~~~が生じている．

労働力の就業儲成の変化は， また，土地

キIJ汗！？こ在日安に されている． たとえ

ば，芝や！注稲などの省力化作物の

拡大しつつある

A ・ B3W-U5~のコミュニケーショ

の本質的な差異は， A類型！のそれが I~！

落に主として るj世i象的なものであ
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り，それに対してB類型のそれは， l~I 集落にとどまることなく，むしろ自集部外に広く炭／＇Jnするもの

である・ しかし A・Bm類型のコミュニケーション空mJとも， コミュニケーション行動者のJ,11ii"lや

時間的リズム（生活J~iJW3）などの祐史素が絡み合い， きわめて綾雑である

以下にA・B同類型のコミュニケーション空間のそれぞれの特性について記述する．

A型コミュニケーシュン空間の特性

1) A ?J~ コミュニケーション’~；： ／~j] と B~~のそ）'l とが大きく兵なるのは， 日 Ji'JWJのものである .A型j~

コミュニケーション空間は，~日には主として柴落内にのみ形成される

2 ）老人j留のうち，男女の性別で、コミュニケーション空間がB'I~.なる．男性老人胞には， ゲートボー

ノレ・クロッケーなどの余暇組織が浸透し家の格式にとらわれず，平等なコミュニケーション空/'I二号が

形成されつつある．それは，主として柴~？｝内にとどまるが，女性の老人間のそれに比較して， 寸設に

広い．女性老人用の日々の近隣におけるつきあいは，主として向性の気の合う者向志との行

体となる

3）専業主婦層では，集落内で誕生し留まっている者と集落外から焔仰のため入居した者との問に

多少の差異があった．前者は，当然のことながら，主として地縁的・ J(lt縁的なコミュニケーショ

間を形成する．それに対して，後者は結婚後しばらくの期11=lJ，結婚以前に形成していたコミュニケー

ション空間に志向される場合が多い．しかし子供の成長に応じて，とくに小・仁1~1学校の P T Aの力Ii

入によって，地縁的なつきあいが増大し地縁的なコミュニケーション空間が集落1J1に形成されるよ

うになる

4 ）週間期になると， A類型のコミュニケーション行動者も，集落外にコミュニケーション~；~／Mj を

形成する．近隣地区での消費行動や受療行動等を契機として，集落外で、の人びととの交流の機会が生

じる

5）冠婚葬祭のような年周期jのコミュニケーション行動は，本地区での居住年度によって兵なって

くる．また上記のような行動は，戸主が主体となる．冠婚非祭の折には，集落内のJili~象的・血縁的つ

きあいが，とくに居住年度の古い家族問に生じる． しかし居往年度の新しい家族においても，地縁

的な組織が存在し擬制的な組織によって冠婚葬祭！？寺のコミュニケーション空間が集落内に形成され

ている

6）年j苛期になると，近隣地区での親せきとの交流も生じる．当地区の居住者の入焔i益I・ 11＼婚｜溜は

一般に狭いため，近隣地i玄l今に親せきをもっ者が多い．

7)生産活動や余暇活動なと、の機能的組織の活発化によって，集落内のA類型のコミュニケーショ

ン行動者にとって，年周知jのコミュニケーション空間が近隣地区外にも及ぶようになった．

B 型コミュニケーション空間の特性

1 ）前述のように， B類型のコミュニケーション空J1~j は， とりわけ』日周期において，集落内にその

中心が存在する．すなわち，就業地におけるコミュニケーション空間が重要である．

2）集落外に就業する度外就業者は， jl0J）詩文）］のコミュニケーション空間を，集部内と集落外の両者

に有する．集落内には，生活組織による交流やがJ少期からの友人が店主じするため，週末にはコミュニ
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ケーション宋／＇／ cf］が形成される．集落外には，職場でのつきあいが生じたり，生活行動が都市化するた

めに，市民行動を：＝J::fみとして近隣地｜又にもコミュニケーション空11~＇］が l:UJJlする．

3 ）テ，~.Ji引JJJ でみると， A類型と同様に， コミュニケーション空間が集洛内，近隣地区内そして近隣

地区外にも存在する．法外就業者の多くが戸主でなし、ため， A類型と比較して，集落内でのコミュニ

ケーション空間の比重は低い．それに対して， E:I々 の就業地を集活外に＊fし， しかも就業の 11~1 ＇容が非

］失業i切であり，行i印刷、系がA類型に属する者と比i／反して， より都市化しているため， コミュニケーシ

ョン空間がJ広大する．すなjっち， A）表立！！と比較して，近！燐j虫区l勾外のコミュニケーション空間の役割

がm~になる

｜二記のように，大都市外縁部の JJ~村地域におけるコミュニケーション空間の事例研究を実施した

が，先にJ出向したように都市化の進）具に伴うコミュニケーションの多様化， コミュニケーション空間

の拡大がみられる中で，依然として地縁的なコミュニケーションが根強く残っていることが確認され

た．兼業化，新1r:1住誌の混住化の進展に伴って弱体化しつつある集落の共同管理機能，相互扶助機能

の再構築を図るため，都市地域とi司伎なコミュニティ計四の必要性も指摘されている． このような実

状を踏まえながら， コミュニケーション空間をrtl核とした農村のコミュニティ計四に関連するいくつ

かの J;j~日立を，次のように指J同することができょう

I ）コミュニケーション空／1，可の類型で指摘したように，各主体によってコミュニケーションの種

類，一；空間が大きく異なっている．主体！日I，世代間のコミュニケーションは，二世代・三世代家族が多

いため，家族内では認められるが，地域社会では少なくなってL，、る．このため，地域におけるコミュ

ニケーショ D拠点となっているゲートポール・クロッケ一場，児童公園，

ティ施設はできるだけ集合させ，自然な形での！止代間交流の拡大が望まれる

、
ー一？ 、 ーて
ーー 、ニL Fー

ii）伝統的な大r111のからかさ万灯，祇園祭，新しく組織された球技大会，村氏体育祭等には集落ぐ

るみの参加が認められる．通常，地域とつきあうことの少ない農外就業者や勤労婦入居，女性の

！冒等も， このようなl時期］には集落の一員としての まるという．上記のよう ぐるみで参

カIIできるうる行事をより一間活性化していく必要があろう．これに対して，子供会，ママさんノくレ

ー， PT A活動等の機能組織は，集活の活動から離れて関係する特定の人の活動となっており，ま

た， 婦人会，農協約人t"il~等旧来の地域組織は十分機能していないものが多し、

iii）集会施設については，大~Ill集落として，大1:rn本 m地！玄に大丈IllIll I顎都市センターが，大畑新日に

集会所がある．このうち地区集会所は，女性ゃ；11＼＇ などJill~量的な活動での利用が多い．現在の施設では

整耐j内容が不充分であるので，地域の活動に結びつく身近なコミュニティ施設の整備には積極的な行

政的援助が望まれる

iv）女性老年111'れ土，兼業llt;I；；：が多い仁｜コで家事の分担者ーとして家庭の中での生活行動が主体である．

したがって，能康管浬や信社主iで、の胞策においては，行政が地域にIJ¥l~＇J L、たMでマコ施策展開が特に重

要となろう．

v) 11'f .uプ同IT!はJ}!l:外就業者として，週日には村外の職場中心のコミュニティが，休日には家庭中で
の｛本主や村外での娯楽・買物行動が多く，地J~Q店勤への参力IHi少ない．地域の活性化には， このよう
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の参加が重要な役割を果たすものであり，特に社会教育活動のTf:Uでは，夜間・休Elにおけー

る行事の企図，参加要請が必要で、ある

vi）是正村地域には，今や共嫁ぎu主；111：が多く，近隣の企業に多くの婦人）習が就業している．企業｛JllJも

休lll1Z・社員旅行や家族参加のバーベキュー大会。野球大会など市ti!：厚生前で地域と招若するような配

している．勤労者福祉の視点から，健康管Jmまで合めた活動に対して， 'II刊Iii・資問材・施設の提

供・指導者の派遣等企業と連抗した行政施策展開の工夫も望まれる

vii）行政・コミュニティ情報の提供については，広報とともに情報提供対象者のコミュニティ

に適合した媒体・経路を選択するなどお11かな配慮も望まれる．掲示板の設住｛場所の選定，

まる大型小売店舗等で、の広報，企業への連絡，

内容に応じた工夫も有効であると忠われる

まるゲートボール場で、の広報ぐ1i~ ＇ 'll~J-報

木研究をまとめるにあたっては，新治村役場，にいはり農業協河組合，小松崎 /Ir］・鈴木春雄・ III上 伝 3

氏をはじめ3 大~Ill新田地区住民の方々のご協力を得ました．資料の整理・現地調査には，筑波大学研究生の /Ji

田浩久・松村公明両君の助力をいただきました.！製図は，筑波大学の＇tX坂和人氏に依頼しました この報告の

作成にあたっては，文部省科学研究費補助金・一般研究c（代表者：高橋伸夫，問題番号61580200）を使用し
まじた． 以司i二百己して！芸訪れ、たします＼
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Une etude geographique sur l'espace de communication clans 

la commune du Niihari (Prefecture d’Ibaraki, J apon) 

par Nobuo TAKAHASHI, Akira TAGAMI et Kazuaki SAITO 

Cet article se propose de mettre en valeur les caracteristiques de l'espace de communica-

ti on clans des regions rural es au J apon. La commune du Niihari se trouve clans une rをgion

situee a la p台ipheriecle !'agglomeration de Tokyo, a environ 60 kilometres a vol d’oiseau cle 
Tokyo. Dans cette commune !'urbanisation se developpe tres rapidement et par consequent la 

plupart cles gens ne travaillent pas clans l'agriculture. Les conclusions que nous pouvons tirer 

de cette etucle peuvent se resumer brievement cle la maniere suivante. 

1. Les formateurs cle l'espace cle communication clans cette commune se divisent grossi台e-

ment en cleux types. Le type A contient cles vieillards, travailleurs clans l'agriculture, proprie-

taires de restaurants et des marchands de couleurs. Le type B comprencl des non-agriculteurs 

(fonctionnaires, employes de soci紅白 etc.),charpentiers et camionneurs. 

2. Les personnes cle type A restent principalement clans la commune en semaine, leur 

es1〕acede communication s'y limite. D’autre part, les personnes de type B, par le developpe-

ment des moyens de transport et l'emergence cle nouveaux emplois loin de commune, travail-

lent en dehors de la commune en semaine. Donc, ils ont deux espaces de communication. 

clans la commune et a l'exterieur, mais le premier est g何台ralementplus petit que le second. 
3. En week-end, les personnes cle type A forment leurs espaces de communcation a l'ex-

terieur de leur commune ;:¥ !'occasion de courses de la frequentation d’hopital etc. De la 

meme maniere, Jes personnes de type B poss記ant deux espaces de communication: dans la 

commune et a 1’exterieur. Dans la commune l'espace social nait a l'occasion des relations 
avec ses amis et cle la participation a !'organisation de la commune. Ailleurs, a l'exterieur de 
la commune, ii y a des relations avec des coll色ques de travail, et ils vont faire des achats 

ensemble. Ce comportement est assez urbanise, et cet espace de communication en week-end 

est assez vaste. 

4. En cycle annuel, les gens de type A (surtout des vieillards, chefs de famille) forment 

leurs espaces de communication dans la commune aux travers d’evenements familiaux (par 

exemple, mariage, f unerailles etc.), parce que ¥'organisation locale de parente y demeure encore 

vivace. Pourtant la municipalite et la cooperative agricole favorisent l'organisation de loisirs 

et l'espace de communication sour les gens de type A en cycle annuel s’agranclit graduellement. 
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写真 l j訂正IHf引払 o~Jsn i J J l 
1955ilご7)jにおiifi l・Iが誕11.Lたの t..J

；こ， fりふ；が、l'rJむに（i～｛H てL、ゐ． f11Jf'tn) 

の牧1也i人J（こ：工， 1jいた土：J(iA：・ 1.:1llIトレー

ニ／グ七ンターをはじめ， I日fil':T¥'Jlil.・iこ／

ターカ‘w,n・111である． れとして公l'i'-Jコミ

1 二二ケーシー！／のn）として， （＇土J必ヵ、｜均Iii:
~－－ てL、る

写真 2 v：~ rii11-1.のJ・(;tI付（198711 l ) J) 

、J;If.1!1 (-fーはliikl:illHのH引であった．人

・):Ill本II！と）j:lll料1ll11l1jJむい；が、 この J~＇：ti人jで

i /,Jill のカ、 I~）ヵ、さ；j J:r をfuiJ; 8 J J 17 11 

ιi:Hi＇する．この Jtt内；こ（よi'Jd;{l'jf山IJI日

:l分IJI 0),;,1; riJ；があり， dil山i.Jfのよ：（1のj払

にもなってL、る

写真3 J,Jlll 民活illl・:¥lhl;111 ・＼二／クー

(1987;11 JJ) 

f11J・lニノターは：1官t'i1ti の出 1J~ にある 人

よ111U~ ；·存の九 Ht~＇：（！ （大J:fll忠広の総h・，；f’

g泌i't ~；＇ f-.J山山n1<.1(,1：・人；；/;r.ど） の!L)
となり，土：i'i'・Jコ：！ニケーン ＇！ ／ノ；ベ1nJの

・つの似をなしている

写真4 J.Jlll ~'Ji 111り三：191( lリ37:11) J) 

吋司、；＿；19ifゴ、）.j:fll~＇Jr 111 J也f，＜の1りdi。：；－－.；＇fif1.

によるものである 地！！な，；，i,r; 0 念仏品なと

件前の11i'llのj;JJ,）と Lてf・IJ!llさA1るiiカ＼

G'Y~リiI {Iや（(JI、；；／工とのた介の二•:J必；二／c

ゐ／；i：ど， Jむtまi’l'・J(fカー 1>Tl＼：く土~I’IZJ/1：コミ

z ニケ』ン 1 / O)JJ1) .！こ l，：ぐJ
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写真5 大・!:Ill保治のうートボールJ必

(198611.11) J) 

fJllJ,,J,:111 • )J:111;1[11111l1jJ位｜λ：のι人h")11・: 
このゲートボール JJ,,）を （i)~J けする. _;1.~ 11、，

（ふノ1・・1]ij811 1：からノ！イ去 3ll.1JlJ［までゲーム

がなさh, .t-fJ，＂＇／の！［（ •!)j j工コ iスニケー

ンこ1 ン／；c:!l¥JがnラJN:される

写真6 )Jill 持活の Ycl'i'i：公 l·~ ＼ I 0986iJ.ll 

)J) 

1980~ ！－ 12 ）］に；rjJL: L ／.：.~＇己 ii＼む l~＼I であ

り，人・1:111111Wh~I\ ili5Jl,t1 ・Ji J'.：の ·f~1 として

J]，没された． この公l~~l は， 本j也i正の：iーと

して枕γ：liiiの了供述の！佐びJJ,）となってい
る， f-'.'J：を介して，＿1:_/1.ri；.・ K人！？μ〉コミ

コニケーション~；c;l/\J としても， ニの公I~＼ I 

が｛討江主している

写真 7 大刷新IJIJ也以の年五；先制 (1987

;1:. 1 ) j ) 

、＇＇1J也 I~ を一点，，~：ニ走る i.]" i立；二1什って， 北
本のーr.'l.t：な京！長が路H:!J；：ニ校ふ． このけ
:&Iからi持jヒiニ掃iれる：こiι じて， 命先生｛！こノ＼
J;if 1j' J主の析し le、ill：，；日：の家主Iそが閉じii"!：されて

いる

写真 8 111 ¥o 、（i;+f{l'(J京日のJ;:JMC 1987 ;Iヲ

1 JJ ) 

イJ出iぷのIHJ5：自主， iJTilf.11＇代初出；こまで

さヵ、のぼる． とりわけ臼がほlli:i長の lJJI治、

ら3fJlーまで匂にi,'.l!，する 111；，；；；ー：i, ほとんどが

,1,・1 .. 、11.1):代からの人111｛のものである．そ，れ

らの京h；：：土，（ょ； Zdci'l'-J な！［予 fl~ を六 II\ 1てい

るが，，；~t ~~rn11i 1 N: ；こ.J[l;)l ~!t~ の Jt1J1 カ‘ W1J..： し

つつある
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写真 9 XJi L~ 、家出形態 (1986::1.11J]) 

大よ111~＇.Jr!JIJ虫｜ぷの 6 DUこhl:i する｜！じn~：’の家

h~. である．：チTlk’ T· の京日』：し出二次［II:

科大戦｛去の入店名ーによって新築されたも

のである．イi干の家屋け、， 19841！・・I＇こ新た

に入Jii：・した111:,:1；；のものである. 1;1u IU:;;I¥：と

も 11~.:tm;(t 染者はいな＂、．

写真1o 11q(1 ／~~ J~1;J H （とうもろこし）のJj又
f住 (19861!'・11JJ) 

ノJ:lll祈Ill地区lこは，断／；＇｛＼：家が 2Fiあ

り，そのうち 1fiは ~IT~~出家であり，｛也

はお 1fif(~ft 史民家である. 1960年代後半

からの多民創立化カ・.iιむにしたがって，
かつては8戸あった陥農家数も減少の－

j全をたどってL、る

写真11 :{f ll幻史家 (1986'ijl l }j) 

:);Jill新日ij世 i互の i討対［ j·~51 こ（，／： Viする主ll本

農家のJI託手？と）＇ill動場である．長Jl家主ーは?0r
治十、iを代表する 1卒業である．この専；r~11~

京以外（こ，本j世｜丘fこは， j訓示jJ!J:家が4ji 

fr{Eするが， L、ずれも支配業民家である

写真12 採掛川IU~fo｝の JI川立 (1986ij'l0JJ)

大刷新IllJill/>( vこは 1 採Ht川！日てら五を栽j古今
する民家が 8Fitうる．ほとんどの栽j古民

家は， 501にの1.Jli!U主幹労i効）Jをもち，経
常］［rぱI引土0.7～2.5haであって，比較的大

JM間と L、える WfinJIJI注稲l土問Pix化を導

入できるために， ／（1＇）） 化 fl＇~仰の Aつであ

り， しカhもr"・:iJ！又位がFJ-られるためtこ， 当
地1~：の ~11J 色ある flτ物である
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写真13 ゃなぎのねJ;'~· (1986~1'11)]) 

J七｛と（ニ （·）~） Ilされるためのゃなさの松山

カυ1(J()()jl：代｛をうI＇から勺 iむいJこj呼人され

たや／ιL：さρ、jUi；さjtる.J:illJ伽；しか‘つて
はれたばこやノト女なと’の日： .~l.IHlll ヵ、らの転

倒がきシL、 ゃなぎもヂi)J化作物の一－つで

める

写真14 之 11:.の ~t!1\· (19861 j.10} J ) 

大）：Ill新i!IJ世rx：の北部にある芝対llであ
る目 このj、lllJ也には，ヵ、ってよ~~と桑が栽f1}

されていた この芝ノ｜ーを栽J;'~；する民家

l土， ki-J3. 5haのがiJむを 191もす】る． しか

し，後椛者は公務長iのために， ：（1＇））イヒ作
物の芝！J ：の r~Jt；が lI i.e._、である．

写真15 耕作放荒地の拡大（1986年ll)j)

本j也 iぷの就 1~11しさ iJ：変化するに fr っ

て，土地平！J)i］のtn+llも変容してきた．と

りわけ， JY~来労働力の持法外への析LU に

より， JJil下位来地のIJJi{i'iがJ広大しつつあ
る. ~Ji 1ノド仇 -;j~j世は集落の紋辺 m；に多くみ

られる

写真16 [1むさ 125－~~－ il：毛沢ノえイパスの工ιJr
JJ-Ut/) 〔1987王子 1)J) 

[l~J.i:J: 125り一棋の交通混雑を角l(il'iするた

めに， ］~ij ；が 1986iF'-fJJ；うゆ、ら IJIJ ftfJさ.h

た.i: ・J・, :.:oN:の折iこは， このバイパスは
[1；＼辺（） ·＼~・ /;i;J,';;ri:j)ili泣の ιiニ iiiI ~1ヒインター

とJ定合する． 本j也iき；の他地h・日との近J妄ti.
'. :t-111yl j、JL, J也B：のを、かはより三！、速になる

七j:j1セ）1ζj  .LC• 」；！（
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